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この度は弊社製品を御買い上げ頂き、誠にありがとうございます。 

お願い！！  

●この取り扱い説明書には製品を使用する際と自動車に装着する際の注意事項が詳しく記載してあります。 

よくお読みになって、よく理解した上で作業し、正しくご使用下さい。 

●本書は、いつでも取り出して読めるように車内に大切に保管しておいて下さい。 

 

装着可能車輌と製品の仕様 

□車  名：TOYOTA HIACE/REGIUS ACE 

□型  式：TRH200V , TRH200K 

□エンジン：1TR-FE 

□ミッション：4AT/6AT/5MT 2WD  

□年  式：2010 年 7 月～2015 年 1 月 (4AT) 

2015 年 1 月～ (6AT) 

2017 年 12 月～(TRH200V 5MT) 

□製品名称：BLITZ COMPRESSOR SYSTEM 

□製品番号：10190(6AT/5MT) , 10191(4AT) 

 

製品についてのご相談先 

製品についてのお問い合わせ連絡は、お電話または FAX にて下記宛にお願いします。 

■連絡先：(株)ブリッツ サポートセンター  ■TEL：0422-60-2277 

■住 所：東京都西東京市新町 4-7-6  ■FAX：0422-60-0066 

 

はじめに確認して下さい！ 

・純正品のホースやバンド等の部品に変形、割れ、ひび等の劣化が生じていたら 

純正品の新品に交換して下さい。 

 

・作業の際に冷却水を抜き取る為、予めトヨタ純正品の冷却水(トヨタ純正スーパーLLC)をご用意下さい。 

 規定量 リヤヒーター有車 13.2L リヤヒーター無車 11.2L 

 ※冷却系は密閉式のため、全量抜ける事は殆どありません。 

 

・燃料系と冷却系部品を取り外します。予め下記の純正ガスケットをご用意下さい。 

※本製品には同梱されていません。また、下記純正品番は 2018 年 1 月 31 日現在のものです。 

  純正品番 品名 参考価格(税別) 必要数 

90301-07042 O リング(デリバリパイプ～インジェクタ) ¥130 4 

90301-19006 O リング(インジェクタ～E/G ヘッド) ¥190 4 

23291-73010 インジェクタバイブレーション インシュレータ ¥230 4 

17177-75040 ガスケット(インテークマニホールド～E/G ヘッド) ¥2,150 1 

22271-37010 スロットルボデーガスケット ¥310 1 

16325-75011 ウォータインレットガスケット No.1  ¥760 1 

08889-01005 トヨタ純正スーパーLLC 2L ¥2,680 

上記 08889-01001 トヨタ純正スーパーLLC 18L ¥24,200 
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重要事項の確認 

 

・ この製品はノーマル車輌を基準に製作されています。 

ノーマル車輌以外に取付した場合は、製品の機能・性能及び安全性・耐久性が下がる場合があります。 

・ 製品装着時は、異物が混入しないよう、十分に注意をして下さい。 

異物等が混入すると最悪の場合エンジン破損の原因になる場合があります。 

・ 純正部品の取付、取り外しの作業はメーカー発行の整備要領書を 

読んでから行って下さい。整備要領書がお手元にない場合はメーカーにてご購入下さい。 

・ 走行前には、オイル・冷却水・排気ガス等の漏れがないか点検を行って下さい。 

漏れのある状態での走行は、車輌火災やエンジン破損等の恐れがあり危険です。 

・ このキットはハイオクガソリン指定となります。 

レギュラーガソリンを使用しますとノッキング等を発生させ、最悪の場合エンジン破損の原因になる場合がありますので、

必ずハイオクガソリンを使用して下さい。 

燃料タンクのガソリン入れ換え作業は危険を伴いますので、特に火気に注意して下さい。 

・ 本キット内部品の加工・分解・改造は絶対に行わないで下さい。 

場合によっては燃調（セッティング）が変わり、最悪の場合、エンジン破損の原因になる場合があります。 

・ 本キット内のフューエルコントローラー、エアフロコントローラーは、絶対に分解・改造はしないで下さい。 

分解・改造した場合、燃調（セッティング）が変わり、最悪の場合はエンジン破損の原因となります。 
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・ 換気の良い場所で取付作業を行って下さい。 

換気の悪い場所で作業を行うと、爆発・火災の原因となります。                        

・ バッテリーのマイナス端子をはずしてから、取付作業を行って下さい。 

配線のショートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ コネクタを外す場合、ハーネスを引っ張らず、必ずコネクタを持って取り外して下さい。 

ショートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ この製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、製品の使用をすみやかに中止し、 

販売店または弊社までお問い合わせ下さい。 

そのまま使用すると、感電や火災、電装部品の破損の原因となります。 

・ この製品の取付時に、エンジンルーム内の電気配線や配管類を傷つけない様 

注意して下さい。ショート等による火災、電装部品・エンジン・車両の破損の原因となります。 

・ 部品交換は自動車が不安定な状態で作業せず、必ず自動車作業専用リフトを使用して、 

安全に作業して下さい。やむをえずガレージジャッキを使用する場合は、必ずリジットラックを 

併用して安全に作業して下さい。車載ジャッキでの作業は危険なので絶対に行わないで下さい。 

 

 

  

 警告  
この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が死亡または重傷を負
う可能性が想定される危険の状況を示します。 
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・ この製品の取付は、必ず専門業者に依頼して下さい。 

取付には専門の知識と技術が必要です。 

・ この製品を装着前に落下させたり、装着時に無理な力を加えないで下さい。 

作動不良や空気漏れの原因になる場合があります。 

・ この製品の取り扱いは慎重に行って下さい。落としたり強いショックを与えると、 

事故、火災、感電、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・ エンジンルーム内の温度が下がってから、作業をはじめて下さい。 

エンジン本体、ラジエター、排気関係の部品は高温になり、火傷の恐れがあります。 

・ 定期的に点検を実施し、十分に注意してご使用下さい。 

この製品は耐久性を考慮して、厳選された材料を使用し、厳重な社内品質管理のもとに 

製造されていますが、車両の使用条件などにより、耐久性が落ちる事があります。 

・ 取付作業のために一時的に取り外す純正部品は、破損・紛失しないように 

大切に保管して下さい。 

・ 当社は取付作業による物的損害の責任を負うことはできませんので、 

慎重に作業を行って下さい。 

・ ボルト・ナット類は、適切な工具で確実に締め付けて下さい。 

必要以上に締め付けを行うと、ボルトのネジ部が破損します。 

 

！作業時の注意事項！ 

ボルト・ナットの締め付けすぎによる破損にご注意下さい。 

過剰な締め付けによる破損につきましては、弊社は一切の責任を負いません。 

 

  標準トルク（N・m） 標準トルク（kg・ｍ） 

M4 1.5 0.15 

M5 3 0.3 

M6 5.2 0.5 

M8 12.5 1.3 

M10 24.5 2.5 

M12 42 4.3 

※上記数値は参考標準値です 

また、本キットに同梱されているステンレスのボルト・ナットと 

大きな熱を受けるボルト・ナット (エンジン本体に取付るもの等) 

には焼付き防止剤を塗布してから取付を行って下さい。 

 

 

  

 注意  
この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷または中程度の傷害
を負う可能性が想定される危険な状況、および物質損害の発生が想定される状況
を示します。 
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パーツリスト 

1． ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ本体    × 1 2．ｳｫｰﾀｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｲﾌﾟ × 1 3．ﾍﾞﾙﾄ 7PK2500 × 1 4．ﾌﾟｰﾘｰﾌﾞﾗｹｯﾄ × 1 

    

5．ｱｲﾄﾞﾙﾌﾟｰﾘｰ × 1 6．ｱｲﾄﾞﾙﾌﾟｰﾘｰｶﾊﾞｰ × 1 7．ｱｲﾄﾞﾙﾌﾟｰﾘｰｶﾗｰ × 1 8．ｽﾃｰ A  × 1 

    

9．ｽﾃｰ B  × 1 10．ｽﾃｰ E × 1 11．ｽﾃｰ G  × 1 12．ﾎｰｽﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ × 1 

    

13．Φ8 ﾎｰｽ  × 1 14．ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ  × 1 15．ﾌﾗﾝｼﾞ付 M8×15 × 4 16．六角穴付 

M10×95 

× 2 

    

17．平座金Φ10 × 2 18．ﾌﾗﾝｼﾞ付 M10×50 × 1 19．ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ M10 × 1 20．ﾌﾗﾝｼﾞ付 

M8×25 

× 1 
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21．ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ M8  × 1 22．ﾌﾗﾝｼﾞ付 M6×10 × 1 23．ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄ M6 × 2 24．ﾌﾗﾝｼﾞ付 M6×25 × 1 

    

25．六角穴付 

M8×40 

× 3 26．六角穴付 M8×60 × 2 27．平座金Φ8  × 5 28．ﾌﾗﾝｼﾞ付 M5×12 × 1 

    

29．ﾀｲﾗｯﾌﾟ大    × 

1 0 

30．ﾀｲﾗｯﾌﾟ小  × 

1 0 

31．沈みプラグ × 1 32．Φ6 ﾆｯﾌﾟﾙ × 1 

    

33．ﾌｭｰｴﾙｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 

    ﾕﾆｯﾄ 

× 1 34．ﾌｭｰｴﾙｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 

   ﾊｰﾈｽ 

× 1 35．ｴｱﾌﾛｺﾝﾄﾛｰﾗｰﾕﾆｯﾄ × 1 36．ｴｱﾌﾛｾﾝｻｰﾊｰﾈｽ  × 1 

    

37．ｴｱﾌﾛｾﾝｻｰ 

   延長ﾊｰﾈｽ 

× 1 38．ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰﾌﾟﾚｰﾄ  × 2 39．取付説明書 

取扱書 

各 

× 1 

40.無鉛ﾌﾟﾚﾐｱﾑｽﾃｯｶｰ × 2 

    

4AT 用には含まれません 
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★本文中の純正品とは、自動車メーカーの標準装着品の意味です。 

 

燃料流出防止作業 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※必ず最初に行って下さい。 

各種部品を取り外した後では行なえません。 

1. 車体下側よりフューエルポンプコネクタを外します。 

 

2. エンジンを始動し、自然に停止した後イグニッションスイッチを 

ＯＦＦにします。 

※チェックランプが点灯、(エンスト検出、リーン異常)した 

場合は作業終了後ダイアグコード消去を行って下さい。 

 

3. 再度クランキングを行い、始動しない事を確認して下さい。  

 

4. フューエルタンクキャップを外し、フューエルタンク内の 

圧力を抜きます。 

 

5. バッテリーのマイナス端子を切り離します。 

 

6. フューエルポンプコネクタを接続します。 

 

 

ダイアグコード消去方法 

 エンジンルームのヒューズボックス(グローブボックス側)内の 

EFI No.2、ETCS ヒューズを取り外し、60 秒以上経過後 

ヒューズを接続、再度チェックランプが点灯しないことを 

確認して下さい。 

EFI No.2 ETCS 
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純正部品取り外し作業 

※ホースやクランプ、ボルト類等、多くの純正部品を 

スーパーチャージャー本体に再度取付します。 

 破損・紛失しない様ご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. ラジエター下部より冷却水を抜き取ります。 

 

2. サクションパイプを取り外します 

 

 

 

 

 

 

 

3. スロットルを取り外します。 

   

※冷却水のホースが 2 本つながっています。 

冷却水がこぼれる可能性があるため、 

予めウエスで抑えながら外して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 純正インテークマニホールドにつながる全てのホース類、 

配線類を外します。 

  

※マニホールドに付いている純正のステー類は再使用 

しませんので、付けたままで問題ありません。 

 

サクションパイプ 
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※マニホールド右側にも 1 本短いホースがつながっていますの

でご注意下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

5. オイルレベルゲージを取り外し、その横のコネクタを 

外します。 

※オイルレベルゲージを外した部位は異物が入らない 

 様、養生して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. インテークマニホールド手前の白いコネクターを 

切り離します。 

    

 

 

短いホース 
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7. フューエルホースを 2 箇所外します。 

 ※必ず燃料流出防止作業の後に行って下さい。 

※燃料がこぼれる可能性があります。 

  ウエス等で覆いながら作業を行って下さい。 

※燃料配管を取り外した後は燃料をよく抜き取り、 

 ビニール袋でカバーするなど、漏れ対策を 

行って下さい。 

 

 

 

 

8. インジェクタのコネクタ 4 個を外し、 

デリバリパイプ・プレッシャレギュレータ・インジェクタ 

ASSY を取り外します。 

 

※インジェクタを取り外した部位は養生を行い、 

  異物が入らない様にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. インテークマニホールドにつながっている配線、配管が 

  無いことを再度確認し、エンジンヘッドより取り外します。 

  ※マニホールドが付いていた部位は養生を行い、 

   異物が入らないようにして下さい。 

 

10. エンジンヘッドに付いているスタッドボルト 2 本を 

取り外します。 

プレッシャレギュレータ 

デリバリパイプ 

インジェクタ 
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11. ウォータアウトレットホース(エンジン側)を取り外します。 

※先にホース上部のコネクタを外して下さい。 

大量の冷却水があふれる場合があります。 

予め車体下側に受け皿やウエス類をご用意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

12. ウォータアウトレットパイプを外します。 

   ※ここも同様に冷却水があふれる場合があります。 

    ※パイプを外した部位はウェスを差し込む等して 

    冷却水の漏れ対策を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

13.  V ベルトを取り外します。 

   オートテンションプーリーステーの丸印の六角に 

メガネレンチをかけて時計回りに回すことで、 

V ベルトのテンションを緩められます。 

 

テンションプーリー 
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キット取付作業 

  
 

1. インテークマニホールド右側につながっていた短いホースを 

取り外し、パーツリスト No.13 のΦ8 ホースを取付します。 

  取付後 No.14 のホースバンドで締め付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. パーツリスト No.10 のステーE をオイルレベルゲージ 

下側とエンジンマウントの間に取付します。 

  オイルレベルゲージの角度を変えて、ステー下側は 

純正ボルトで取付します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

ステー上側はパーツリスト No.22,23 の 

M6 ボルトナットで取付して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

純正ボルト 

ステーE 

M6 ボルト 

M6 ナット 
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3. コンプレッサー本体との干渉を防ぐ為、 

エンジンマウント脇の配線位置を変更します。 

 

エンジンマウントに付いているクリップを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線を全体的に下げて、左図の様にタイラップで 

固定します。 

 

※配線を引っ張りすぎない程度の位置で固定 

 して下さい。 

※コンプレッサー本体との干渉を防ぐための作業です。 

 

 

 

 

 

 

 

また、配線(左図参照)とオイルレベルゲージをタイラップで

固定します。 

 

※配線を引っ張りすぎない程度の位置で固定 

 して下さい。 

クリップ 

外す 

配線を下に下げて 

クリップの穴位置へ 

タイラップで固定 
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4. エンジンブロックにパーツリスト No.9 ステーB を 

No.15 の M8 ボルトを使用して、 

左図の様に取付します。 

 

※ステー端部の曲げ角度は、両側とも同じです。 

※この時点では仮締めの状態にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

5. コンプレッサー本体のインテークマニホールド下部 

左側にパーツリスト No.8 ステーA をパーツリスト No.15

の M8 ボルトを使用して左図の向きで取付して下さい。 

  

 ※この時点では仮締めの状態にして下さい。 

 

  

 

 

 

6.  コンプレッサー本体に付いている全てのボルト類の 

締め付け確認を行い、新品のガスケットを 

インテークマニホールド溝部に取付して下さい。 

 

※スロットルを取付する部位は養生し、 

   異物が入らない様にしておいて下さい。 

 

 

 

 

7. ブーストメーターを取付しない場合は 

パーツリスト No.31 の沈みプラグを、取付する場合は 

パーツリスト No.32 のΦ6 ニップルを、本体の 

インテークマニホールド左側に取付します。 

 

※沈みプラグ、ニップルは、配管用シールテープをネジ部分に

２～3 周ほど巻いてから取付して下さい。 

シールテープを巻かずに取付すると、ネジを傷めたり、 

密閉不良の原因となります。 
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8. コンプレッサー本体をエンジンルーム内に入れ、 

ステーA をパーツリスト No.15 の M8 ボルトを使用して 

エンジンブロックに固定します。 

   

※この時点では仮締めの状態にして下さい。 

 

 

 

 

 

9. エアコンパイプを曲げ、コンプレッサー本体との干渉 

  を防ぎます。 

  ※この時点ではあまり大きく曲げず、コンプレッサー本体が 

エンジンルームに収まる程度に曲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

10. コンプレッサー本体のインテークマニホールドを 

パーツリスト No.25,26,27 の M8 ボルト、 

ワッシャを使用してエンジンヘッドに取付します。 

※上側に 3 箇所は長さ 40mm、下側 2 箇所は長さ 

60mm のボルトを使用します。 

※この時点では仮締めの状態にして下さい。 

※ボルトは必ず手である程度ねじ込んでから、 

工具を使用して下さい。 

最初から工具を使用するとエンジンヘッドの 

雌ネジを傷めます。 

 

 

11. エンジンブロックに取付しておいたステーB を 

パーツリスト No.15 の M8 ボルトを使用し、 

インテークマニホールド下部右側のネジ穴に 

固定します。 

 

※この時点では仮締めの状態にして下さい。 
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12. 新品の純正ガスケットを使用し、パーツリスト No.2 の 

   ウォータアウトレットパイプを取付し、ウォータホースを 

差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ウォータホースと、エアコンホースが干渉する部位は、 

保護テープを巻く等してください。 

また、コンプレッサープーリーとエアコンホースが干渉 

しない様、エアコンパイプを曲げるか、エアコンホース同士 

をタイラップで束ねます。 
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13. アイドルプーリーを組み立てます。 

パーツリスト No.4,5,6,7,18,19 を使用し、 

左図の様に組立を行って下さい。 

 

※作業しづらい形状のため、ブラケットをバイスに 

固定する等して、しっかり締め付けて下さい。 

カバー 

ボルト 

カラー 

向きに注意 

ナット 

使用する穴 

の位置注意 
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14. エンジンに付いている純正ボルト 2 本を外し、 

  パーツリスト No.16,17 のボルト,ワッシャを使用して、 

組立したアイドルプーリーを取付します。 

   

※この時点では仮締めの状態にして下さい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. プーリーブラケットとコンプレッサー本体を 

パーツリスト No.20,21 のＭ8 ボルトナットで 

固定します。 

※この時点では仮締めの状態にして下さい。 

    

16. キット取付作業 4～15 の項目で 

仮締めだったボルト類を、全て締め付けて下さい。 

※エンジンヘッドと接続するボルト 5 本を最初に 

締め付けて下さい。 

 

純正ボルト 

プーリー取付状態 
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17. ボルト類を本締め後、コンプレッサー本体と干渉しない 

様エアコンパイプを再度少し曲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

18. 純正部品取り外し作業の手順 4 で外した 

バキュームスイッチングバルブをインテークマニホールド 

左上部へ取付します。 

 

No.28 の M5 ボルトを使用してインテークマニホールド 

へ取付後、パーツリスト No.11 のステーG へ 

No.23,24 の M6 ボルトナットを使用して取付します。 

 

 

 

 

19. 純正品取り外し作業の手順 8 で取り外した 

   デリバリパイプ・プレッシャレギュレータ・インジェクタを 

   新品のインシュレータ、O リング、純正ボルトを使用して 

エンジンヘッドに取付します。 

また、手順 7 で外したフューエルホースを取付します。 

 

※デリバリパイプとエンジンヘッド間に挟むカラーの位置 

 に気をつけて下さい。 

 位置が合っていないまま取り付けると、カラーが 

 割れる原因となります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

M5 ボルト 

 

M6 ボルトナット 



 

10190-08 

21 

  
20. パーツリスト No.34 フューエルコントローラー 

ハーネスを、インジェクタのコネクタ間に割り込ませます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各コネクタに 1～4 の数字が振ってあります。 

 それぞれ 1 番～4 番シリンダーのインジェクタの 

コネクタに割り込ませて下さい。 

1 番シリンダーがベルト側になります。 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 .新品のガスケット、純正ボルトを使用して、 

スロットルをコンプレッサー本体に取付します。 
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22. 純正インテークマニホールドとスロットルにつながっていた 

   ホース類・配線類をコンプレッサー本体、スロットルに 

取付します。 

   ※キット取付作業の手順 1 で取付したΦ8 ホースは 

    インテークマニホールド右側に純正ホースクランプを 

使用して取付して下さい。差し込みがきつい場合は 

ホース内側にパーツクリーナーを吹いてから 

差し込んで下さい。ホースが長い場合は 

カットして下さい。 

 

ホース類は基本的に純正と同様の取り回しになります

が、各部負荷がかからない位置へ、タイラップを使用し

て束ねて下さい。 

 

フューエルホースやウォーターホースで干渉がある 

部位には、パーツリスト No.12 のホースプロテクター 

をカットせずに取付して下さい。 

カットすると、ほつれて使用出来なくなります。 

 

 

 

 

23. 純正インテークマニホールドを外す際に外した 

コネクタ類、オイルレベルゲージを取付します。 

 

   ※オイルレベルゲージ下部がコンプレッサー本体と 

干渉していないか、合わせて確認して下さい。 

 

 

 

 

 

24. パーツリスト No.3 のベルトを取付します。 

   アイドルプーリーとコンプレッサープーリーが追加に 

   なっているため、左図の様に取付して下さい。 

 

※取り外し時と同様、オートテンションプーリーに 

メガネレンチをかけて、押し下げながら取付します。 

リブ有プーリーはベルトのリブ面、 

  リブ無プーリーはベルト表面が当たります。 

  よく確認し、間違いの無い様に取付して下さい。 
コンプレッサープーリー アイドルプーリー 

テンションプーリー 
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25. 純正ボルト、クランプを使用して、サクションパイプを 

取付し、ホース類を接続して下さい。 

 

※この時点でもう一度各部コネクタ、配線、ホース等の

取付忘れ、ボルト類の締め忘れが無いか、本体と干

渉する部品が無いか等の確認を行って下さい。 

 

 

 

※コンプレッサー本体下側と、車両配線の 

 クリアランスが狭くなります。 

 ステーを少し曲げる等して干渉を防いで下さい。 

 配線はなるべくエアコンパイプに当たらない様に 

 注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

26. パーツリスト No.33,35 フューエルコントローラー、 

エアフロコントローラーの本体を設置します。 

(4AT 車はフューエルコントローラーのみ) 

左図を参考にそれぞれヒューズボックスの上に両面テープ

で固定して下さい。 

 

 

 

 

 

 

2017 年 12 月以降の車両の場合 

画像左側のヒューズボックスがなくなっているため、 

フューエルコントローラーはボディに両面テープで 

貼り付けますが、両面テープだけだと固定が甘いため、 

タイラップ等で落ちない様に固定して下さい。 

車体下から見た状態 

2017 年 12 月以降の車両に取り付けた状態 
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27.  パーツリスト No.36 エアフロセンサーハーネスを 

エアクリーナーボックスに付いているエアフロセンサーの 

ハーネスに割り込ませます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

※エアクリーナーボックスは運転席側フロントバンパーの 

裏側に、エアフロセンサーはエアクリーナーボックス 

出口(パイプ部分)にあります。 

車体下側よりアクセスします。 

 

 

 

 

 

 

28. キット取付作業の手順 18 で取付した 

フューエルコントローラーハーネスのアース線を 

   左図のアースポイントに共締めします。 
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29. フューエルコントローラー、エアフロコントローラー、フューエルコントローラーハーネス、エアフロセンサー 

ハーネス、エアフロセンサー延長ハーネスのコネクタを接続し、配線を取り回します。 

接続の仕方は下図の様になります。間違いの無いようご注意下さい。 

※インジェクタに割り込ませた配線は瞬間的に 

大電流が流れます。エンジンルームの配線と結束するとノイズが乗り、エンジン不調の原因になる 

可能性がありますので、ホース等に結束して下さい。 

※6AT/5MT の場合 

破線部の余っている 

コネクタはノーマル復帰用 

コネクタになります。 

チェックランプが点灯した際に 

接続する事で不具合原因の 

特定に使用します。 

キット取付時は接続しません。 

       

エアフロセンサーへ 

アースポイントへ 

インジェクタへ 

6AT/5MT の場合 

エアフロセンサーへ 

アースポイントへ 

インジェクタへ 

4AT の場合 

※ 4AT 用の場合、 

エアフロコントローラーが 

付属しないため、 

破線部のショートコネクタを 

左図の様に接続します。 

    フューエルコントローラーに 

エアフロ信号を入れる為に 

必要になります。 

必ず接続して下さい。 
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冷却水のエア抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付後の確認 

  

1. ラジエター下部のドレンコックが締まっている事を 

確認してから、リザーブタンクより冷却水を 

注入口付近まで注入します。 

2. スロットルにつながるウォータホースを中間部分で 

外します。 

  ※予めウエス等をホースの下に敷いて行って下さい。 

3. ホースより冷却水が出てきたら、ホースを接続します。 

4. エアーが出なくなるまで繰り返す事で、リザーブタンクの 

  水面が低下します。 

5. リザーブタンクの B のラインまで冷却水を注入し、 

ラジエターキャップを取付します。 

6. エンジンを始動し、リザーブタンクの水面が安定するまで 

  暖気します。  

  ※始動前に次ページの取付後の確認項目作業 

    を行って下さい。 

7. エンジンを十分冷却し、リザーブタンクの水面が 

  LOW-FULL の間にある事を確認します。 

  

  ※ハイエースは水温が上がりづらく、エアが抜けるまで 

   に時間がかかります。製品取付後は定期的に 

リザーブタンクの水量を確認し、少ない様であれば 

冷却水を補充して下さい。 

■ エンジン始動前の確認 

・ パイプ、ホース等の配管及び配線に間違いがないか確認して下さい。 

・ ボルト、ナット類の締め忘れがないか確認して下さい。 

・ ガソリンはハイオクガソリンが入っているか確認して下さい。 

■ エンジン始動後の確認 

・ コンプレッサーから異音等がないか確認して下さい。 

・ 冷却水、燃料、オイル等の漏れがないか確認して下さい。 

・ 軽く空ぶかしをおこない、Ｖベルト、コンプレッサー等に異常がないか確認して下さい。（ベルトのスリップ、歯とび等） 

・ エンジンチェックランプが点灯していないか確認して下さい。点灯している際は、前述した燃料流出作業の 

ダイアグコード消去作業を行って下さい。それでも消灯しない場合は弊社サポートセンターまでご連絡下さい。 

 

※ハイエース用のコンプレッサーには、弊社既存品のコンプレッサーで使用している電磁クラッチが付いておらず、

常に過給を行う仕様となっています。コンプレッサーの特性上、アクセルペダルを踏んで過給がかかるまでの 

エンジンの吹け上がりに、タイムラグが発生する場合があります。また、低速走行中、アクセルペダルを 

離す→踏み直して再加速した時にも、同様の現象が発生する場合があります。 

MT車では A/C OFF 時に顕著になりますが、これは上記仕様のコンプレッサーに発生する現象であり、 

製品の異常ではありません。ご了承下さい。 

 

 

    

B のライン 
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メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨パーツ 

 

 

 

 

 

 

純正部品について 

 

 

                             

 

  

快適に運転していただく為、お車を運転する前には必ず日常点検を行って下さい。 

尚、本キットを取付した後に維持、管理する項目については必ず実施して下さい。 

同様の内容は別紙取扱書にも記載しています。よくお読みになり、適切な取り扱いをして下さい。 

■ コンプレッサーキット装着時の維持、管理項目 

・ エンジンオイルの定期的な交換（推奨 ５０００Ｋｍ以内で交換） 

・ エンジンオイルフィルターの定期的な交換（推奨 １００００Ｋｍ以内で交換） 

・ ハイオクガソリンの使用（レギュラーガソリンは絶対に使用しないで下さい） 

※キットには専用ハイオクステッカーを付属しています。給油口内側に貼り付けて下さい。 

■ Ｖベルトのメンテナンスについて 

  本コンプレッサーキットでは、Ｖベルトを利用しコンプレッサーを回転させ、過給を発生させています。 

定期的にＶベルトの点検を行って下さい。 

・ Ｖベルトの点検 推奨５０００ｋm 以内 

 ※Ｖベルトは、新品初期に一番伸びる特徴があります。新品Ｖベルトを取付した際は５００ｋｍ以内で 

張り・状態を点検して下さい。 

・ Ｖベルトの交換 Ｖベルトの交換サイクルは車両の状態・運転の状況により異なります。Ｖベルトにヒビ、亀裂、 

歯とび等の劣化が確認された場合には交換をして下さい。 

    ※Ｖベルトが硬化しているとスリップしてしまう事があります。スリップしている状態ではコンプレッサー本来の性能を発揮

できない場合があります。 

⬛プラグ NGK IRIDIUM MAX LFR7AIX-P  4 本 

  上記のプラグは純正品に対して熱価を上げています。純正プラグでも走行可能ですが、エンジンの熱量が上がるため、 

  交換をおすすめします。 

また、距離 30000km 以上プラグを交換せずに走行している場合は交換をおすすめいたします。 

プラグの劣化により燃焼状態が悪くなり、コンプレッサー本来の性能を発揮出来ない場合があります。 

万が一製品に不具合が合った際、検査や修理のため、外した純正部品を一時的に使用していただく 

場合がございます。 

外した純正部品は、捨てずに保管することをお勧めいたします。 
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